
第八章.外交政策,では,この地域をとりまく国際政

治的環境がダイナミックに論じられている｡

本書は,このように,東南アジア政治の問題点をほ

ぼ網羅している｡叙述は平易明快だが,含みの多い文

章が並んでおり,実質的密度は高い｡読者には,従っ

て,慎重な読み方が要求されよう｡少 くとも読者は,

将来の歴史に鋭い洞察を加えるべく著者が本書全体に

働かせている一種の歴史的な読みの意識を感じとらねヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
ばならない (ちなみに著者は,南ヴェトナムの将来に

ついては,-.軍部支配,二.ゴ･ジン･ジェム政権

の継続,三.一旦民主化したあと共産化,という三つの

可能性を見ており,インドネシアの将来については,

陸軍の支配を暗示しているようだ)｡

本書を貫 く結論的主張は,すぐれたリーダーシップ

が必要だ,という平凡な主張のようだが,著者の要求

するのは,政治指導が民主主義的であれということで

はなく, ｢自国を共産主義もしくは解体から救い,自

国の地位を高めうるような｣政治指導の存続である｡

一見寛容なようだが,これは,東南アジア政治の現実

にとっては,かなり厳しい要求である感じだ｡平凡な

結論だが含蓄は大きく,いろいろ考えさせられる｡

巻末の selectedbibliographyには,最少 限度の

基本的文献が精選されており,東南アジア政治に関す

る必読書を知る上で役に立とう｡とにかく,一級の入

門書である｡

なお,本書には,邦訳がある(鹿島守之助訳 ｢東南ア

ジアの今日明日｣鹿島研究所出版会300円)｡このよう

なすぐれた基本書が訳されたこと自体は喜ばしいが,

遺憾ながら,日本訳は,ひどく拙劣で推薦できない｡

政治学 用語の訳出や個有名詞の表記法もいい加減だ

が,なによりも,誤訳が多過ぎる｡第三童はとくにひ

どい.-,二指摘すると, たとえば, ttHepublicly

propitiatesthemats (thespiritsofBurmese

animism)-･"(p.51)をば, ｢公然とビルマのナッツ

(聖霊を信仰する行者)に近づき--｣と訳したり,

Nan-Chaoを ｢南朝｣と訳したりするようではいた

だけない｡また,原著者の幼稚なミス (たとえばp.50

の年号 tt1957"は,明らかに tt1956"のまちがいだ)

は,日本訳で当然訂正されてしかるべきであったが,

訂正されていない｡

一般に,東南アジア関係書の日本訳に,まともなも

のは少ないが,本書の訳がその従来の傾向を是正する

に至らなかったことは,いくえにも残念なことだ｡

(矢野暢)

Usha,AIah&jani:TheRole of lndi&A

A4inorities in Burma and A(alay乱.The

lnStituteofPacificRel&tion8.1960.j坤.344

東南アジア諸国では,国民の大多数を構成する土着

人の外に,かなりの数の外国人のいることは周知の通

りである｡就中華僑勢力が極めて強 く,東南アジア

華僑に就ての研究もアメリカのスキンナ- (G.W.

Skinner),英国のフリードマン (M.Freedman)等

によって鋭意進められている｡華僑に次いでカのある

のは印度人である｡殊にビルマでは印度人の方が華僑

を数的にも凌駕しているのである｡しかるに東南アジ

アにおける印度人,いわゆる印僑の研究書はそれ程多

くはない｡その意味に於て少壮の女流印度入学者ウシ

ャ･マ--ジャニ女史による,ビルマ及びマラヤに於

ける印度人マイノリティの役割の研究が公刊されたこ

とはまことに喜ばしいことである｡

印度とビルマとは歴史的にも深い関係が あるが,

1852までの印度人は極めて少数であった｡印度人人

口が急激に増加するのは1852からでイラワジ･デルタ

が東印度商会に併合せられてからである｡その後逐年

増加して1931には 100万余であるという｡印度人は各

種の職業に従事する外に印度教徒,イスラム教徒,辛

リスト教徒,仏教徒,シーク教徒があって複雑である｡

しかしこの書物はそのような点には興味を示さず,ど

ルマ人口の大多数を構成するビルマ人ナショナリズム

と印度人の関係を主として取扱っている｡

マラヤにおける印度人人口は1957年の統計では70余

万であるが,比率の上から言うとビルマにおける印度

人比率よりも高い｡その3/5はゴム園労働者であるが,

都市住民もかなり多い｡印度人の中でもタミール人,

テルグ人など南印出身者が多く,又その宗教的背景も

さまざまで,華僑はどの団結を示していない｡ここで

も著者は印度人社会の文化的側面にはそれ程の興味を

示さず,ナショナリズムとの関係に関心の中心をおい

ている｡

その意味で評者などには面白いことばかりは書いて

ない訳であるが,それは専門の相異によることであっ

て著者の関知しないことである｡しかし戦後の政治事

情を知るためにはもちろん,民族研究上にも重要な参
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考文献がある｡引用文献も豊富であり,かつ現地にお

いて多数の人々と面接し,充実した記述ぶりである｡

項目は(1)戦前のビルマにおける印度人社会の解剖,

(2)ビルマ ･ナショナリズムと印度人マイノリティ,(3)

ビルマにおける印度人労働と移住,(4)マラヤにおける

印度人社会の解剖,(5)日本のビルマ及びマラヤ占領,

(6)戦後ビルマにおける印度人,(7)戦後マラヤにおける

印度人問題,(8)戦後マラヤにおける少数民ナショナリ

ズムの三角関係などの諸章である｡

著者は1933プーナに生れ,1952ラジブタナ大学で

B.Aリ1954マサチュセットのスミス大学でM.A.1957

ジョンズホプキンス大学で Ph.D を得た人で In-

ternationalRelationsを専門としている｡

(欄瀬轟爾)

Tein:PheiMyin｢&-BLei-ganeiwuA:the'

tebam&｣R&ngoolI.1960.3vols.,朗).1192

現代ビルマ語の表現形式を調べるために,最近,数

冊の新刊本に目を通したが,その中で最も印象に残っ

たのが,ここでとりあげるティンペ-ミンの ｢目出づ

るビルマ｣である｡この本は,雑誌 ｢ミャワディ-｣

に,四年間に亘って連載された長編小説を単行本とし

て,まとめたものである｡

主人公タキン･ティントゥンが,ラングーン大学の

学生であった1938年から,この小説は書き始められて

いる｡この年は,ビルマにとって,誠に多難な年であ

った｡第-の紛争は7月に発生し,その後各地に拡が

ったインド人イスラム教徒とビルマ人仏教徒との問の

宗教的対立であり,第二は,11月に勃発したイェナン

ジャウンの池田労働者のス トと,それに呼応した農民

のデモ,そして第三は,それらに続 くラングーン大学

生の反政府ス トである｡ス トに参加した学生タキン･

アウンジョーが,警官に撲殺された事から,ビルマの

全産業がゼネス トを敢行,遂に反政府運動から,反英

独立運動にまで発展 した｡翌39年,バモー内閣は,全

責任をとって辞職,ウ一 ･プ内閣,ウー ･ソー内閣,

ポー トウン内閣と次々に登場した新内閣も,ビルマ国

民の排英独立運動の大波を,喰止める事は,もはや,

不可能だった｡1942年,日本軍は,アウンサン将軍を

司令官とするビ ルマ独立軍と共に,タイから,ビルマ

-進撃,6月,ビルマ全土が日本の軍政下に入った｡

排英独立を念願としたビルマ国民は,日本軍を歓迎し

たが,その本質が帝国主義である事に気がつくと,真

の独立を求めて,抗日運動を開始するようになった｡

主人公タキン･ティントゥンが,抗日ゲ リラとして,

地下活動に入るところで,この小説は終っている｡

全体を概観して感じる事は,この本が,著者の単な

る創作ではなく,英国の植民地時代から第二次世界大

戦に至るまでの,ビルマの政治的変動を,著者の体験

を通して描いた,一種の型破りな ｢現代政治史｣だと

いう事である｡現代ビルマ史に関する研究や,ウ一 ･

ヌ,ウ～ ･バウー等政治家の自叙伝は,今迄にも,競

つか公表されているけれども,市民生活の一般的描写

を通して,その背後を流れる歴史の動きを,これ程見

事に,いきいきと措いた本は,恐らく,これが最初で

はなかろうか ?勿論,小説である以上,或る程度のフ

ィクションは,止むを得ないが,主人公タキン･ティ

ントゥンが,若き日の著者の化身である事は,ほぼ間

違いなかろうOアウンサン将軍,ウ一 ･ヌ,タキン･

タントゥン,タキン･ソー,ネウィン将軍等,独立後

の一流の政治家達の若き日の姿が,随所に見られるの

ち,本書を,一層興味深いものとしている｡

原文の表現は,平易で,文章も,歯切れがよい｡話

し言葉を,ふんだんに用いた事も,この本を,一層身

近かな感じのものとするのに成功している｡尚,原題

名は,｢a一言ei-ganeiwun:the'tebama｣太陽が,

東から昇るのは, 自然の摂 理であるように, ビルマ

に,独立の日が訪れるのもまた,当然であるというド

ーバーマ一 ･アシーアヨンの歌の一節からとったもの

である｡ (大野徹)

Coed毒S,George.･LeSPeuplesdelaP6nin-
sulelndochirLOiSe,Histoire-CivilisationS.

Dunod,Paris.1962.99.228.

インドシナを構成する複雑な民族文化を,歴史的な

流れの上で把握しようとしたものである｡著者は言う

までもなく斯界の権威の一人で,現在極東学院の名誉

院長である.Les色tashindouis色sd'Indochineet

d'Indon6sie(1948)や Unepgriodecritiquedans

l'AsieduSud-Est,LeXIIIesiBcle(Bull.Soc.

Etudeslndoch.,38,1958)など著者自身の研究成果

を更にその後の研究状況と照らしあわせて,改めて原

- 81-


